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赤色系天然染料染色布の洗浄剤による影響

共立女子大学　　○森川　知美　斉藤　昌子

【目的】　染織文化財の中には汚れが付着しているために洗浄を必要とするものがある。

本研究では赤色系の染織品にしぽり、洗浄の際に用いられる洗浄剤が赤色系天然染料染色

布にどの程度影響を及ぼすのかを布の収縮と色の変化の点から調べた。

【方法】　赤色系天然染料染色布として西洋茜、インド茜、中国茜、コチニール、紅花、

スオウ、ラックで絹布を染色したものを試料布とした。洗浄剤として水、石鹸、市販中性

洗剤、市販弱アルカリ性洗剤（蛍光剤配合および無配合）、石油系ドライクリーニング溶

剤、洗剤の成分である陰イオン界面活性剤２種（SD  S 、LAS) 、非イオン界面活性剤、

炭酸ナトリウム、硫酸ナトリウムを用い、洗浄条件を変えて洗浄を行った。洗浄前後の布

の収縮と色差より洗浄剤の影響を調べた。

【結果】　布の収縮は、ドライ溶剤を除き大きく、たて地がよこ地の３～４倍で、洗浄剤

による差は小さい。変退色は、洗浄条件よりも洗浄剤、染料による違いの方が大きい。洗

浄剤による変退色への影響は、石鹸＞弱アルカリ性洗剤（蛍光剤有・無）＞中性洗剤の順

で大きく、合まれている成分の中では界面活性剤の影響が大きいことが判明した。ドライ

溶剤の影響は小さい。染料別では、紅花、スオウ、コチニール（Sn 媒染）への影響が大き

く。コチニール（Al媒染）と茜は小さい。
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【 目的 】前報1）において、天然染料染色布を露光によって劣化させると表面PHの低下が

見られることを報告した。ここでは、染色布の劣化機構と酸性化との関係について検討 す

るための予備的研究として、布のpH測定法についての検討、およ び布の酸性化にどのよう

な要因が影響するのかについ ての検討を行った。

【 方法】セルロース系繊維として綿と麻、たんぱく質系繊維として絹と毛の白布および

天然染料染色布を用いた。キ セノンランプによる露光、または熱処理（15O'C）によって

強制的に劣化させた後、そのPH を表面pH法および冷水抽出法によって調べた。

【 結果 】布の表面pHは、布の抽出液のPH より低い値となった
い
抽出法 では抽出の際の浴

比によってpHが変化し、浴比1:O に外挿して得た値も表面pH とは一致しなかった。表面pH

は布表面の不均一性の影響が若干見られたが、布の劣化に伴う酸性化に対して抽出法より

敏感であると思われ、また、簡便で微量の試料で測定できる利点があるっいずれの繊維の

場合も、露光および熱処理によりPHの低下が見られ、露光時間、照射光の波長分布、熱処

理時間などによる劣化の程度の違いが、PHの違いにも反映された。染料や媒染剤の種類に

よる影響についても検討した。

1）日本家政学会第47回大会研究発表要旨集、p.  241   （1996）
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